
資料６ 
鎌倉市本庁舎等整備推進本部作業部会 実施状況                                                              令和３年 12 月作成 

 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 

①防災部会 

令和３年１月 19 日 令和３年３月 18 日 令和３年５月 17 日   

【アフターコロナの BCP（感染症に対応する本庁舎）】 

・アフターコロナの新庁舎として注意すべき点（感
染症対策備蓄スペース・災害対策スペースの確保、
職員と市民の動線の分離など）を整理 

【市全体の防災における深沢地域及び現庁舎跡地の
役割（地域防災計画関連）】 

・行政施設用地の平常時及び非常時の使い方（緊急
車両・避難者動線など）を確認 

・現在地の防災面での役割（備蓄、鎌倉地域の活動
拠点、帰宅困難者の一時受入の可能性など）を確
認 

【本庁舎の防災スペック】 

・新庁舎のライフライン（３日間の自家発電設備な
ど）に対する意見交換 

・新庁舎の耐震性（Ⅰ類・Ａ類・甲類・免震で検討
を進めることなど）の確認 

・新庁舎の浸水対策（１階を想定最大規模浸水高以
上とすることなど）を確認 

  

②働き方部会 

令和２年 12 月 24 日 令和３年１月 21 日 令和４年１月 予定 令和４年１月 予定 令和４年２月 予定 

【場所に縛られない働き方①】 

・在宅勤務のメリット・デメリット（通勤ストレス
の緩和、業務効率の向上、ペーパレス化の不足に
よる業務への支障、コミュニケーションの不足な
ど）を整理 

・在宅勤務に伴うコミュニケーション不足を補う工
夫（定例ミーティングの実施、ユニファイドコミ
ュニケーションツールの活用、仕事の仕方の見直
しなど）を整理 

【場所に縛られない働き方②】 

・テレワークで実施できる業務と庁舎でしか実施で
きない業務（資料作成など個人作業はテレワーク
で実施可能。込み入った内容の上司への相談や各
課との調整などのコミュニケーションを要する業
務は庁舎で実施など）を整理 

・上記を踏まえ、庁舎に必要な執務空間（打合せス
ペース、個室スペース、資料印刷スペースなど）
を整理 

【オンラインを活用した働き方①】 

・WEB 会議上での資料修正作業を体験予定 

 

【オンラインを活用した働き方
②】 

・WEB会議上での意見出し及
び意見集約を体験予定 

 

【まとめ・課題確認】 

・ 

 

③市民交流 

部会 

令和４年１月 予定 令和４年 1月 予定    

【市民交流機能の使い方】 

・ 

【市民への情報発信の方策】 

・ 

   

④まちづくり
部会 

令和３年１月 22 日 令和３年４月 12 日 令和４年１月 予定   

【本庁舎と複合化する機能】 

・消防（消防本部、大船消防署、深沢出張所）の一
体整備について確認 

・深沢学習センター・深沢地域図書館機能の複合化
について確認 

【配置計画】 

・行政施設用地内での施設配置の留意点等を確認 

・深沢まちづくりとの関係、広場空間の活用等に対
する意見交換 

・限られたスペースを様々な用途で使用でき、無駄
なスペースがないようにする等の意見交換 

【本庁舎とスマートシティ】 

・ 

  

⑤窓口部会 

令和２年 12 月 24 日 令和３年１月 21 日 令和３年 11 月 29 日 令和３年 12 月 予定 令和４年２月 予定 

【来庁手続きが０の窓口サービス①】 

・各種手続きのオンライン化の可能性、課題につい
てワークショップ形式で確認 

・証明発行など事務的な手続きのオンライン化は容
易と考えるが、生活状況の確認など市民とのコミ
ュニケーションが求められる手続きはオンライン
化しづらいことを確認 

【来庁手続きが０の窓口サービス②】 

・庁舎窓口に必要な機能・空間の整理 

・新庁舎開庁時には来庁不要となる手続きが増える
ことが予想されるため、窓口数を減少させること
ができるが、高齢者や社会的弱者への対応空間や
機能が必要であることを確認 

【オンラインコミュニケーション】 

・Zoom によるオンラインコミュニケーションを体験 

・最新の窓口事例の把握 

 

【最新の行政窓口のあり方】 

・総合窓口・ワンストップサ
ービス型の行政サービス
の疑似体験を予定 

 

【まとめ・課題確認】 

・ 

 

⑥事業手法 

部会 

令和３年１月 19 日 令和３年７月６日 令和４年１月 予定   

【事業手法の定性評価】 

・各事業手法のメリット・デメリットを確認 

・本事業においては設計・施工・維持管理を一体的
に発注する DBM 方式が定性的に優位であることを
確認 

【事業者ヒアリングの結果報告】 

・建設会社及びＩＴ企業へのヒアリング結果につい
て確認 

・各事業手法における課題等を確認 

【事業手法の定量評価・総合評価】 

・ 

  

⑦庁舎管理 

部会 

令和３年５月 12 日 令和３年 10 月 27 日 令和４年１月 予定   

【環境配慮スペック】 

・新庁舎の環境配慮スペック（CASBEE はＡランク以
上、ZEB はより高いランクを目指す方向性）を確
認 

【ユニバーサルデザイン】 

・新庁舎で取り組むべきユニバーサルデザインの基
準（県バリフリ条例等）について確認 

・県規則で定める基準のほか県が求める「望ましい
基準」への適合を目指す方向性を確認 

【新庁舎の維持管理方針】 

・ 

  

⑧現庁舎跡地
利活用部会 

令和３年６月 29 日 令和３年７月７日 令和３年８月３日   

【現庁舎跡地の前提と進捗の共有】 

・現庁舎跡地におけるこれまでの経緯や前提を共有 

・市民対話の実施状況を踏まえ、現在地利活用のビ
ジョンについて意見交換 

【現庁舎跡地における機能の整理】 

・鎌倉駅西口や歴史文化交流館を含む鎌倉駅西口エ
リアでの活動の可能性について意見交換 

【ゾーニングについて】 

・鎌倉駅西口からの動線や、周辺まちづくりとの関
係から、現在地においてどのような機能配置が考
えられるか意見交換 

  

 


